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［目的 ］胎児 ，新生児 で は様 々 な臓器が発達過程 に

あ り， 抗体産生系に関与する サ イ トカ イ ン も成人 と

比 較 し著 しく未発達で ある．そ こ で ，正常成熟新生

児単核球の サ イ トカ イ ン 産生 能を interleukiコ ー・1β

（IL−1β）と interleukin−4 （IL−4）に つ い て 調 べ ，

そ の免疫学的意義を考察 した．

E方法］1996年9月〜1997年4月の成熟新生児74例を

対象と し， 健康 な成人 10入を対照群 と して比較 した．

臍帯血 と成人末梢血 を ヘ パ リ ン 採血後，単核球を分

離 して
，
3．0× 1Oicells／wei1 と しPHA（25μ g／ml ）添加

群と非添加群と に分け 37℃ で 48時間培養 した，サ イ

トカ イ ン 測 定 は ELISAに よ っ て 行 っ た ．さ らに 【L−4

に つ い て 5 時間 の 培養細 胞 か らRNAを抽出 し，RT−

PCR，　 co 叩 etitive 　PCRに よ り皿RNAを質的 ，量 的 に 分

析 した．

［成 績］臍帯血と成人血単核球を比較する と臍帯血

では IL−1β産生能は 有意に高 く，IL−4産生 能は有意

に 低か っ た．PHA 刺激 に よ る変化 を両 群 で 比較す る

とIL−1βで は有意差は な く，IL−4で は臍帯血 が有意

に低値を示 した．PHA刺激後 の 臍帯血 の IL−4　mRNA 量

は成入 に 比 し著明 に 少な か っ た．ま た 纃帯血 で は，

varient 　type で ある IL−4δ2mRNAの IL−4　mRNA に 対 す

る比 は成人に 比 べ て 高 い こ とが判 っ た ．

［結論］成人血 と比較す る と，臍帯麗 単核球 の IL−1

β産 生能は 同等 に高値を示 した が ，
IL−4 産生能 は

有意 に 低 く，ま た mRM の量 も有意 に低値で あ っ た．

【目的】従来 、単な る脂肪の 貯蔵組織で ある と考

え られて い た 脂肪組織 が、数多 くの 生理 活性物質

（adipo 〔騨 okine ）を 産 生 して い る こ と が 最近 明 ら

か に され た 。また、内臓 脂肪 と皮下脂肪 の病態生

理学的な意義 の相違も指摘 され て い る。今 回わ れ

われは 、
adipocytokine の うち 、 主 として皮下脂肪

組織 か ら産生 され る レ プチ ンお よ び、主 と し て 内

臟脂肪組織か ら産生 さ れる tum ・or 　necrosis 　faαor一α

（TNF 一α ） と、胎 児 発育 、特に 巨大児 と の 関連

を検 討 す る ため に 、臍 帯 血 の レ プ チ ン お よ び

TNF ・
α 濃度を 測定 した。　【方 法｝在胎 374 ユ週 の

正期産で 出生 した 新 生 児 （n ＝92） よ り贋 帯血 を

採取 し、レプチ ン 濃度を RIA　kitに より測定 し、

TNF 一
α 濃度 を高感度 ELISA 　 kit を用 い て 測定し

た a ま た 、出生体 重，BMI ，性別 等 と の 相 関を検討

した 。　 【成績 】 臍帯血中に おける レ プ チ ン 濃度は、

体重，BM 【と正 の 相関を示 した 。 出生 体重2700g未

満 の A 群 （n 嘉20）の 測 定値 （nlean ± SEM ；ngtnil ）

は女児 ；3．9士 05，男児 ；3．2± O．9で あ り、出生体重

27GOg 以上 3500g 未満 （n ＝38）の B群で は 女児 ；9．5

± 1．8，男児 ；4．9± O．9で あ り、出生体重 3500g以上

の C群 （】1＝34）で は 女 児 ；165 ± 1．8
， 男児 ；10．2 ＝

1．8であ り、他群よ りも有意 に 高値で あ っ た 。
A 群

で は 男女 間 に 有 意差 が 認 め ら れ な か っ た が 、B．C

群 で 有意差が 認め られ た 。

一
方、TNF 一

α 濃度 は、

新 生児 の 体重，BMI ，性別 と の 相 関は認 め られ なか

っ た。　【結 論 】出生体 重 と TNF 一
α との 相 関 は認

め られず、レ プチ ン と の 正相 関が認め られた こ と

よ り、胎児発育、特に 巨大児に お ける脂肪 蓄積は、

内臓 脂肪蓄積型 とい うよ りも皮 下脂肪蓄積型 で あ

る こ と が 示唆 され た 。
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